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このたびは、トヨタ純正オートアラームをお買い上げいただきましてありがとうございます。

本書は、オートアラームの取付要領について記載してあります。

取り付けの前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。

【別紙の取扱書は、必ずお客様にお渡しください。】

品 番

品　　　番 08625-B1080

構 成 部 品 名 【取り付け前に以下の表に従って部品がそろっているかご確認ください】

1 2 3 4

5 6 7 8 9

10 11 12 13 14

15 16 17 1918

品 名 及 び 補 修 品 番

No. 品　　名 補修品番 個数 備考
① + ⑭ インジケーター 0862A-B2005 1
② + ⑨ センサー（白マーク） 08626-B2015 1
③ + ⑨ センサー（赤マーク） 08626-B2005 1

④ コントローラー 0862A-B1020 1
⑤ ホーン 86520-B2040 1

⑥ + ⑱ ハーネスASSY 0862B-B1030 1
⑰ セキュリティラベル 74515-B2040 1

使用工具・用意するもの

一般工具、電動ドリル、ハサミ、キリ、スケール、ヤスリ、ペーパーウエス、脱脂剤等、ケガキ針、

ビニールテープ、保護テープ、保護メガネ、ウエス、ドライヤー等

No. 品　名 個数 補修品 
有無

① インジケーター 1 有
② センサー（白マーク） 1 有
③ センサー（赤マーク） 1 有
④ コントローラー 1 有
⑤ ホーン 1 有
⑥ ハーネス 1 有
⑦ ボルト（M8×25） 1 無
⑧ ナット（M8） 1 無
⑨ ボルト（M3×12）、ナット（M3）、両面テープ 各2 有
⑩ ハーネスプロテクター 1 無
⑪ スポンジテープ 2 無
⑫ クランプ（小） 29 無
⑬ クランプ（大） 2 無
⑭ 両面テープ（インジケーターに付属） 1 有
⑮ エレクトロタップ（赤） 11 無
⑯ エレクトロタップ（桃） 4 無
⑰ セキュリティラベル 1 有
⑱ サブハーネス 1 有
⑲ 型紙 1 無

取付要領書（WEB） 1 無
取扱書（WEB） 1 無

取付要領書
オートアラーム
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取り付け上の注意

この取付要領書では安全な作業をしていただくため、特にお守りいただきたいことを次のマークで�  

表示しています。

注意 … 注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、車を破損するなどの恐れがあります。

… スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています。

1.本文中の 注意 は必ず取り付けに反映させて作業を行ってください。もし 注意 を無視して取り付

けると製品の機能を阻害するばかりでなく、車両故障につながる恐れがあります。

2.取付作業を容易に進行するために をお読みください。

3.車両部品の取りはずしに際しては、クリップ、スクリュー、ボルト類は再使用しますので、紛失や損傷させないよう部品毎に整理し、

復元作業時には間違えないよう配慮してください。また、車両に傷を付けないよう取り扱いには、十分注意してください。

4.電動パーキングブレーキ付車は必ずスイッチの表示灯が点灯している事を確認してからバッテリー（−）端子をはずしてください。

5.作業前にパーキングブレーキが掛かっている事を確認してください。

6.ラゲージルーム内にバッテリーが搭載されている車両はバッテリー（−）端子をはずした状態でバックド

アを閉めると再度バッテリー（−）端子を接続しないと開かなくなりますので注意してください。

・バンドクランプを使用した箇所は、
必ずバンドクランプ先端の余り部を
切断すること。

取り付ける前に

部品の取り付けは

配線は

・車両のドアロック、パワーウインド、
ランプ、ホーン、ワイパー等の装置が
正常に作動するか確認しておく。

・運転のじゃまや、居住性をそこなわ
ない場所を選ぶ。

・車両のボルト、ナットなどを使用して
共締めする場合、ステアリングやブ
レーキ燃料系など重要部品のもの
には使用しない。

・配線作業時にコネクターなどはブラ
ブラしないように幹線にテープ巻き
するかクランプなどを使用して固定
すること。

・コネクターをはずす場合はコネク
ター本体を持ち、ハーネスを引っ張
らないこと。

・コネクターやターミナルは、確実に
接続し、必ず確認を行うこと。

・取り付けた用品の作動確認を行う
と同時に、車両の機器、装置が正常
に作動することを確認する。

・ワイヤーハーネスは取付部品での
噛み込み、板金エッジ可動部品、樹
脂バリと干渉しない場所を配線し、
確実に固定すること。　

・室外から室内への配線にはグロ
メットを使用する等確実な防水対
策を施すこと。

・締め付けを行う際、ワイヤーハーネ
スなど挟み込んでいないことを確認
してから行う。

・取り付け穴をあける場合、必ず裏側
に何もないことを確認すること。

・ボルト、ナットの締め付けは必ず規
定のものを使用する。

・ボルト、ナットの締め付けには寸法の
あった工具を使用し、トルク指示の
あるものはトルクレンチを使用する。

・必ず、バッテリーの(-)ケーブルは
はずしてから作業を行う。

・大切な車を守るために必要部分に
カバーを取り付ける。

・車両のワイヤーハーネスはコネク
ターのかん合不良や損傷防止のた
め引っ張るなど力をかけないこと。

取り付けが終わったら
・バッテリーのケーブルを復元する前
に配線状態を確認する。
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エレクトロタップの接続方法

エレクトロタップの使用上の注意事項

（1） 車両のビニールチューブ等をカットする際は、車両ハーネスを傷付けないよう充分注意してください。

（2） エレクトロタップは、他の用品が装着されている場合でも必ず、車両ハーネスに接続してください。

（3） エレクトロタップの接続時に、クリック音と合わせてロックが確実に嵌合した事を確認してください。

（4） 接続するコネクターの端子番号及び、用品ハーネスと車両ハーネスの線色を確認し、誤った接続をし

ないよう充分注意してください。

（5） 同一コネクターに複数のエレクトロタップを接続する場合は、接続位置をずらしてください。

（6） ヒンジ部が破損しても確実にロックできれば性能上問題ありません。

（7） 一度使用したエレクトロタップは再使用しないでください。誤って接続した場合、エレクトロタップ

を車両ハーネスに付けたまま用品ハーネスを切断し、ビニールテープで絶縁処理してください。

エレクトロタップの接続手順

1．�接続する車両側ハーネスに接続スペースが無い

場合は、車両側ハーネスの外装（ビニールチュー

ブ、ビニールテープ等）をカットしてください。

2．�エレクトロタップ（赤）の溝にハーネスを

セットし【1】、①のようにはめ込み電線を

仮固定します【2】。

3．�プライヤーで左右ロックが掛かるまで完全に

圧着します【3】、【4】。（クリック音を確認）

4．�エレクトロタップ（赤）にビニールテープを他

の車両ハーネスごと巻き付けてください。

1．�接続する車両側ハーネスに接続スペースが無い

場合は、車両側ハーネスの外装（ビニールチュー

ブ、ビニールテープ等）をカットしてください。

2．�車両ハーネスをエレクトロタップ（桃）のガイド溝に通

し【1】、エレクトロタップ（桃）をロックします【2】。

3．�用品ハーネスを分岐穴に奥まで差し込みます【3】。

4．�プライヤーでエレメントを押し込み、圧着します【4】。

5．�エレクトロタップ（桃）のカバーを折り曲げ、ロック

します【5】。

6．�エレクトロタップ（桃）にビニールテープを他の車

両ハーネスごと巻き付けてください。

用品ハーネス

ロック

車両ハーネス
【1】 【2】

【3】 【4】

エレクトロタップ（赤）接続方法

× ○（角部分から圧着） （真上から圧着）

①

・	圧着は斜め方向に力が加わらないように確
実に行ってください。斜め方向に力が加わっ
た場合、圧着不良となるおそれがあります。

注意

・	車両配線色は色が変わることがありますの
で、念の為配線図集を確認してください。

注意

エレクトロタップ（桃）接続方法

ロックする

奥まで差し込む

用品ハーネス

【1】 【2】【3】

【4】 【5】

ロックする

【5】カバーは、手でロックしてください。プライヤー
等で強く抑えるとロックが変形して外れるおそれが
あります。

・

注意

・	圧着は斜め方向に力が加わらないように確
実に行ってください。斜め方向に力が加わっ
た場合、圧着不良となるおそれがあります。

注意

・	車両配線色は色が変わることがありますの
で、念の為配線図集を確認してください。

注意
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エレクトロタップの接続部の標記について

本文中、エレクトロタップを接続する箇所の

コネクターイラストについては、全て参考例の

ように、ハーネス側（P視）から見た標記に統

一しています。

コネクターのオス・メス、端子番号を確認の

上、正しく接続してください。（参考として、車

両及び用品ハーネスの線色も標記していま

す。）

エレクトロタップ（赤） エレクトロタップ（桃）

エレクトロタップの種類について

車両部品の取り外し

1

1 2 3
7 8 10 11

4 5 6
12 13 14

23456
781213 11 1014

P視

参考例

用品ハーネス

車両ハーネス

＜コネクターP視（ハーネス側）＞
（メスコネクターの場合）

（オスコネクターの場合）

赤‐緑（線色）

車両ハーネス

車両ハーネス

用品ハーネス

用品ハーネス

9

9

赤‐緑（線色）

エレクトロタップ

・	エレクトロタップは線径によって取り付け
る種類が異なります。使用するエレクトロ
タップを間違えないようにしてください。
間違えた場合、信号が取れていなかったり
断線などする場合があります。

注意

取り外し部品名称No.

グローブボックス

アンダーカバー

フロントドアスカッフプレート（LH）

カウルサイドトリム（LH）

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）

シフトレバーノブS/A

クラスタフィニッシュパネルロアセンター

フィニッシュパネル

アッパートレイ

スピードメーターカバー

スピードメーター

ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）

インパネフィニッシュパネルS/Aロア

コラムカバー（アッパー）

コラムカバー（ロア）

フロントコンソール

1

5

6

10
11

12

15

13

14

16

18

17

2

4

3

1

2

3

8

9

10

11

12

5

4

13

14

15

16

フロントドアスカッフプレート（RH）

カウルサイドトリム（RH）

17

18

6

7

9

オートエアコン車
   

マニュアルエアコン車
   

7

9インチディスプレイ
オーディオ装着車
   

オーディオレス車
   

8

P4-1
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配 線 概 要

車両部品の取り外し要領 　※�車両部品の取り外しに必要なコネクターの接続を外してください。

右カウルサイド ワイヤ to ワイヤの配線（灰色12P）P25-1

右カウルサイド ワイヤ to ワイヤの配線（白色26P）P25-2

アースコードP26-1

ジャンクションブロックの配線（白色26P）
P22-1

P22-2

車両ホーン信号の配線（灰色18P）
ハザードスイッチの配線（灰色4P）

P24-2

ジャンクションブロックの配線（白色36P）
P22-3

P23-1

インジケーターP13-2

ホーンP27-1

センサー（赤マーク）P14-1

センサー（白マーク）P14-2

P28-1 コントローラー

インジケーター取り付け

コントローラー取り付け

センサー取り付けP14～19参照

P28参照

P12•13参照

ホーン取り付けP27参照

P14-2 ②センサー（白マーク）

P13-2 ①インジケーター

⑤ホーンP27-1

P28-1 ④コントローラー

P24-2P23-1

P23-2

P22-2

P22-1

P22-3

P25-2

P25-1

：車両ハーネス

P24-1

P24-1

P26-1

P26-1

マニュアルエアコン車の場合

ジャンクションブロックの配線（黒色16P）P23-2

P14-1 ③センサー（赤マーク）

オートエアコン車の場合

P●-1は、本文の記載と対応しています。

記載箇所

記載ページ

P5-1

①●下記手順を参考に、グローブボックスを
　取り外します。

グローブボックス

開く

外す

内側へ押す

内側へ押す

ヒンジ部

ヒンジ部

ストッパー

UP

LH

FR

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

P5-2

:ツメ位置（4箇所）
アンダーカバー

②

:クリップ位置（2箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

UP
LH

FR

P5-3

③

フロントドアスカッフ
プレート（LH）

:ツメ位置（7箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

UP

LH

FR

P5-4 ④

カウルサイド
トリム（LH）

樹脂クリップ
（1箇所）

UP
RH FR

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

:ツメ位置（2箇所）

・取り外した樹脂クリップは再使
用しますので無くさないように
ご注意ください。

注意

P5-5
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車両部品の取り外し要領

⑤

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（LH）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

:ツメ位置（5箇所）
:クリップ位置（3箇所）

UP
LH

FR

P6-1

Ａ

⑥

:ツメ位置（2箇所）

シフトレバーラッチ

マイナス
ドライバー（小）

マイナス
ドライバー（小）

シフトレバーノブS/A

シフトレバー
リング

シフトロックリリース
ボタンカバー

シフトロック
解除ボタン

シフトレバー

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

・電動パーキングブレーキ付車は必ずス
イッチの表示灯が点灯している事を確
認してからバッテリー（－）端子を外し
てください。

・作業前にパーキングブレーキが掛かっ
ていることを確認してください。

表示灯

●矢印　 の方向にスライドさせてシフトレバーラッチを取り外す。

●保護テープを巻いたマイナスドライバー（小）を吹き出しの矢印
　の方向へ動かし、シフトロックリリースボタンカバーを取り外す。
●シフトロック解除ボタンをマイナスドライバー（小）で押しながら、
　シフトレバーを N ポジションにする。

●矢印　 の方向にシフトレバーラッチを広げる。

●シフトレバーリングを取りはずし、シフトレバーノブS/Aを取り外す。

・シフトレバーリング変形の原因となるため、マイ
ナスドライバー等を使用しないでください。

・シフトレバーラッチの破損の原因となるため、
　マイナスドライバー等を使用しないでください。

・シフトレバーリングを取り付けた際、図に示すシ
フトレバーリングの寸法Ａを測定してください。
基準：11.9〜12.9mm

　寸法Ａが基準値から外れている場合はシフトレ
バーリングを新品に交換してください。

注意

注意

注意

P6-2

⑦

クラスタフィニッシュ
パネルロアセンター

クラスタフィニッシュ
パネルロアセンター

インストルメント
パネル

クリップ

ブラケット

裏面

オートエアコン車の場合
   

UP

LH

FR

コネクター取り外し後にクラスタフィニッシュパネルロアセンターを外します

:ツメ位置（6箇所）
:クリップ位置（5箇所）

:コネクター位置（4箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

UP

LH

FR

●番号順に矢印の方向へ引き、クリップ及びツメの
　かん合を外す。

●番号順に矢印の方向へ引き、クラスタフィニッシュパネルロアセンターを外す。

P6-3
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車両部品の取り外し要領

クリップ

裏面

クラスタフィニッシュ
パネルロアセンター

コントロール
ノブS/A

スクリュー

マニュアルエアコン車の場合
   

⑦

UP

LH

FR

UP

LH

FR

コネクター取り外し後にクラスタフィニッシュパネルロアセンターを外します

:ツメ位置（6箇所）
:クリップ位置（5箇所）

:コネクター位置（3箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

●番号順に矢印の方向へ引き、クリップ及びツメのかん合を外す。●コントロールノブS/A及びスクリュー（2箇所）
　を外す。

・取り外したスクリューは再
使用しますので無くさない
ようにご注意ください。

注意

P7-1

9インチディスプレイオーディオ

六角ボルト
（4箇所）

フィニッシュパネル

⑧ 9インチディスプレイオーディオ装着車

UP

LH

FR

UP

LH

FR

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

:ツメ位置（6箇所） :ツメ位置（6箇所）

オーディオレス車
   

フィニッシュパネル

・取り外した六角ボルトは再
使用しますので無くさない
ようにご注意ください。

注意

P7-2

UPRH

FR

アッパートレイ

スクリュー
（1箇所）

コネクター

コネクターが有る場合

コネクター取り外し後にアッパートレイを外します

UP

LH

FR

:クリップ位置（13箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

⑨

・取り外したスクリューは再使用しますので無
くさないようにご注意ください。

・強く引くと、コネクター破損のおそれがあるた
め、ゆっくり取りはずしてください。

注意

P7-3

⑪
スピードメーター

ボルト（2箇所）

T：0.8±0.2N・m

UP
RHFR

コネクター取り外し後にスピードメーターを外します

:ツメ位置（2箇所）

:コネクター位置（1箇所）

・取り外したボルトは再使用
しますので無くさないよう
にご注意ください。

注意

P7-5⑩

スピードメーター
カバー  

UP
RHFR

:ツメ位置（10箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

P7-4
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車両部品の取り外し要領

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（RH）

⑫

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

:ツメ位置（5箇所）
:クリップ位置（3箇所）

UP
RH

FR

P8-1

⑬

インパネフィニッシュ
パネルS/Aロア      

パネル下側から
車両後方へ引く     

パネル上下に
手をかけて
車両後方へ引く     

UP

RH
FR

UP

RH
FR

:ツメ位置（8箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

●番号順に矢印の方向へ引き、ツメのかん合を外す。 ●下図の位置からパネルを引くと、パネルの浮きやパネル
　の変形の原因となるおそれがあります。

P8-2

コラムカバー

ステアリング

コラムカバー
（アッパー）

コラムカバー
（ロア）

⑭・⑮
タッピングスクリュー
（3箇所）

UP

RH
FR

UP

RH

T：2.2±0.8N・m

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

:ツメ位置（2箇所）

●ステアリングを左右に回して、
　タッピングスクリュー（3箇所）を外す。

●コラムカバー（アッパー）の矢印部を押さえながらツメの
　かん合を外し、コラムカバー（アッパー、ロア）を取り外す。

・取り外したスクリューは再
使用しますので無くさない
ようにご注意ください。

注意

P8-3

フロントコンソール

パネル下部を持って
作業は行わない。

UP

LH

FR

⑯

:ツメ位置（5箇所）
:クリップ位置（2箇所）

:コネクター位置（2箇所）

・インストルメントパネルリーンホースメントS/Aと接触し、手
指を切るおそれがあるため、軍手等を着用してください。

注意
P8-4
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車両部品の取り外し要領

作 業 前 準 備

ハーネスプロテクターのカット

（１）�左図寸法に⑩ハーネスプロテクターを

裁断します。

スポンジテープのカット

（１）�左図寸法に⑪スポンジテープ（2枚）を

裁断します。

アースコードの加工

（１）�⑥ハーネスのアースコード先端のクワ

型端子を根本からカットします。

⑱

樹脂クリップ
（1箇所）

カウルサイド
トリム（RH）

UP
RHFR

:ツメ位置（2箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

・取り外した樹脂クリップは再使用しますので無くさないよう
にご注意ください。

注意

P9-2⑰

フロントドア
スカッフプレート（RH）

UP

RH

FR

:ツメ位置（7箇所）

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

P9-1

　【⑩ハーネスプロテクター裁断寸法】

50mm

25mm

25mm

25mm

25mm

260mm

A

B

A

A

A

A

A

100mm

40mm 40mm

30mm

使用しません

P9-3

・	⑩ハーネスプロテクター裁断の際は、左
図寸法に従い、ズレなどがないように慎重
に作業を行ってください。

注意

80mm

300mm

180mm

50mm

30mm

A

B

80mm

300mm

180mm 100mm

30mm

30mm B
C

B

使用しません

使用しません

　【⑪スポンジテープ裁断寸法】

オートエアコン車
のみ使用

P9-4

・	⑪スポンジテープ裁断の際は、左図寸法
に従い、ズレなどがないように慎重に作業
を行ってください。

注意

カット

⑥ハーネス
　（アースコード）

クワ型端子

P9-5
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サブハーネスの加工

（１）�左図を参照し、⑥ハーネスの白色40Pコ

ネクターの首下のビニールテープを剥

がします。

（２）�左図を参照し、リテーナーとハウジング

の隙間に治具の先端を入れ、リブを支

点に⑥ハーネスの白色40Pコネクターの

リテーナーを持ち上げます。�  

（左右2箇所）

（３）�左図を参照し、リテーナーのリブを指

で持って矢印の方に引き寄せ、左右の

ロックを外します。

（４）�⑱サブハーネスの端子（緑）および端

子（黒）を⑥ハーネスの白色40Pコネク

ターの指定位置に挿入し、リテーナー

をロックします。

（５）�⑱サブハーネスの電線（黒）を⑥ハー

ネスの白色40Pコネクターの図の位

置【電線（黒）】に⑮エレクトロタップ

（赤）で接続します。

（６）�左図を参照し、⑮エレクトロタップ（赤）

を絶縁テープで巻き付けます。

抜き治具

リブを支点に解除

リブ
リテーナー

ハウジング

ビニール
テープ

P10-1

白色40P
P視

P視

端子側面図

⑥ハーネス
　（白色 40P コネクター）

線色：緑

線色：黒

線色：黒

指定位置
（線色：黒  　　　）

指定位置
（線色：緑）

指定位置
（線色：黒　　　　）（短い方）

（長い方)

（短い方）

（長い方)

P10-2

・	端子は確実に接続してください。

注意

白色40P

白色40P
P視

⑥ハーネス
（黒）黒⑥ハーネス

⑱サブハーネス 黒
⑮エレクトロ
　タップ(赤)

⑱サブハーネス
（黒）

P視

P10-3

・	エレクトロタップの接続作業は3ページを
ご参照ください。

絶縁テープ

⑥ハーネス
　（白色 40P コネクター）

P10-4
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インジケーターの準備

（１）�左図を参照し、①インジケーターの

ハーネスを①インジケーター本体の溝

に押し込みます。

（２）�①インジケーターの⑭両面テープ貼り

付け位置を脱脂剤等で脱脂します。

（３）�左図を参照し、⑭両面テープを①イン

ジケーター裏面に貼り付けます。

（４）�左図寸法を参照し、⑪スポンジテープ

（B）貼り付け位置を脱脂剤等で脱脂

し、①インジケーターのハーネスに⑪

スポンジテープ（B）（1枚）を貼り付け

ます。

コントローラーの準備

（１）�④コントローラーに⑪スポンジテープ

（A）（1枚）を貼り付けます。

溝
ハーネス

ハーネス

①インジケーター①インジケーター
P11-1

⑭両面テープ

⑭両面テープ

①インジケーター

P11-2

・	⑭両面テープ接着時、環境温度が15℃以
下の場合はドライヤー等で接着相手面お
よび⑭両面テープを温めてください。�  
（ドライヤー等で約30秒間、人肌（約
40℃）程度を目安にしてください。）

注意

①インジケーター

⑪スポンジテープ（B）

①インジケーター本体から210mmの位置に
⑪スポンジテープ（B）を貼り付ける

210mm

180mm

P11-3

・	⑪スポンジテープ（B）（1枚）を貼り付ける
際は左図寸法とズレがないように作業を
行ってください。

注意

④コントローラー

⑪スポンジテープ（A）

P11-4



- 12/36 -

車両部品の加工

（１）�左図寸法を参照し、ピラーガーニッシュ

コーナーピース（LH）裏面に電動ドリル

（φ4mm）で穴をあけます。

（２）�穴あけ部からニッパーなどでピラー

ガーニッシュコーナーピース（LH）を

切り取り、切り取り部のバリを取り除き 

ます。

（３）�左図寸法を参照し、ピラーガーニッシュ

コーナーピース（RH/LH）の裏面のリブ

を切り取ります。

インジケーターの取り付け

（１）�左図を参照し、①インジケーターの取り

付け位置周辺を脱脂剤等で脱脂し 

ます。

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）裏面

2.5mm

4mm

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（LH）

穴あけ部

穴あけ部（φ4mm）

切り取り部

LH側ピラーガーニッシュコーナー
ピースのみ加工してください。

P12-1

・	穴をあける際は左図寸法とズレがないよ
うに注意してください。

・	電動ドリルで穴あけ作業を行う際は、保護
メガネを着用し、手袋は着用しないでくだ
さい。（手袋が回転部に巻き込まれケガの
原因になります。）

注意

リブを切り取る

リブを切り取る

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（RH）裏面

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（LH）裏面

10mm

10mm

P12-2

ダクト①インジケーター取り付け位置

ダクト端末（頂点）から
15mmの位置

FR

LH

15mm

P12-3
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（２）�左図寸法を参照し、⑭両面テープの剥

離紙をめくり、インストルメントパネル

に①インジケーターを貼り付けます。

（３）�左図を参照し、①インジケーターの

ハーネスをAピラーからインストルメン

トパネル内へ配線します。

（４）�左図を参照し、①インジケーターの

ハーネスをジャンクションブロックの裏

に通し、車両ハーネスに沿って仮配線

します。

ダクト端末（頂点）から
15mmの位置

車両と平行に
貼り付けるダクトの端に

合わせる

①インジケーター

FR

LH

15mm

P13-1

・	①インジケーターの貼り付けの際は左
図寸法とズレがないように慎重に作業を
行ってください。

・	⑭両面テープ接着時、環境温度が15℃以
下の場合はドライヤー等で接着相手面お
よび⑭両面テープを温めてください。�  
（ドライヤー等で約30秒間、人肌（約
40℃）程度を目安にしてください。）

注意

①インジケーター

①インジケーターのハーネス

FR

LH

P13-2

①インジケーター 車両ハーネス

ジャンクションブロックの裏を通す

ジャンクションブロック

UP

LH

白色4P

①インジケーターのハーネス

P13-3
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センサーの取り付け及び接続

ピラーガーニッシュコーナーピース
の穴あけ加工

（１）�⑲型紙をミシン線❶に沿って外形を切

り抜きます。

（２）�左図を参照し、ピラーガーニッシュコー

ナーピース（RH/LH）に⑲型紙を合わ

せ、マスキングテープ等で固定します。

（３）�⑲型紙のφ3.5mm穴、φ9mm穴の中心部

にケガキ針でマーキングします。

（４）�⑲型紙を貼り付けたまま、ミシン線❷

に沿って⑲型紙を切り抜きます。

（５）�ドリルでφ3.5mm、φ9mmの穴をあけ 

ます。

・	センサーは、白マーク、赤マークの2種類があり、ピラーガーニッシュコーナーピース（RH/LH）で取り付けるセンサーが異なります。

注意

センサー
合わせ
位置

ピラーガーニッシュコーナー

ピースの端面に合わせる

φ3.5mm

φ9mm

助手席側

センサー (白マーク)用

08194-K1009
センサー取付位置

センサー
合わせ
位置

ピラーガーニッシュコーナー

ピースの端面に合わせる

φ3.5mm

φ9mm

助手席側

センサー (白マーク)用

センサー取付位置

マーク)用
運転席側

センサー (赤

ピラーガーニッシュコーナー
ピースの端面に合わせる

φ3.5mm

φ9mm

08194-K1009
センサー取付位置

センサー
合わせ
位置

マーク)用
運転席側

センサー (赤

ピラーガーニッシュコーナー
ピースの端面に合わせる

φ3.5mm

φ9mm

センサー取付位置

センサー
合わせ
位置

ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）

ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）

端末に合わせる

⑲型紙

⑲型紙

（47mm）

端末に合わせる

端末に合わせる

端末に合わせる

⑲型紙を固定後、
ミシン線❷を切り取る

⑲型紙を固定後、
ミシン線❷を切り取る

（47mm）

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）

P14-1

P14-2

・	ミシン線❷はまだ切り抜きません。（３）
のケガキ針でマーキングしてからの作業 
です。

注意

・	⑲型紙貼り付けの際は合わせ位置とズレ
がないように貼り付けてください。

・	RHとLHを間違わないよう確認して貼り付
けてください。

注意

・	ドリルで穴あけ作業を行う際は、保護メ
ガネを着用し、手袋は着用しないでくださ
い。（手袋が回転部に巻き込まれケガの原
因になります。）

・	穴2つの穴あけ寸法を間違わないように気
を付けてください。

注意
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センサーの取り付け

（１）�②センサー（白マーク）、③センサー

（赤マーク）の⑨両面テープ貼り付け

位置を脱脂剤等で脱脂し、⑨両面テー

プ片側の剥離紙を剥がし、貼り付け 

ます。

（２）�ピラーガーニッシュコーナーピース

（RH）の③センサー（赤マーク）貼り付

け位置を脱脂剤等で脱脂します。

（３）�左図を参照し、⑨M3ボルトおよび⑨

M3ナットをφ3.5mm加工穴に仮止めし 

ます。

（４）�φ9mm加工穴に③センサー（赤マーク）

のハーネスを通します。

（５）�⑨両面テープの剥離紙を剥がし、③セ

ンサー（赤マーク）を仮止めした⑨M3

ボルトにスライドして差し込み、⑲型紙

位置に合わせながら、ピラーガーニッ

シュコーナーピース（RH）に貼り付け 

ます。

②センサー（白マーク）、③センサー（赤マーク）

⑨両面テープP15-1

⑲型紙

⑨M3ボルト

ピラーガーニッシュ

コーナーピース（RH）

③センサー（赤マーク）

③センサー（赤マーク）

のハーネス

③センサー（赤マーク）

⑨M3ナット

③センサー（赤マーク）

合わせ位置

1mm以下

⑨M3ボルト

⑨M3ナット

③センサー（赤マーク）

ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）P15-2

・	⑨M3ボルトを仮止めしてから矢印のように
差し込み、ロアケースのホルダーにスライ
ドして固定します。

⑨M3ボルト

アッパーケース

ロアケース

 （矢印の方向に
　差し込み、ロア
　ケースに固定する）

・	ピラーガーニッシュコーナーピース（RH/
LH）で取り付けるセンサーが異なります。� 
取り付けるセンサーを間違えないようにし
てください。（マークの色参照）�  
間違えた場合、検知性能に影響が出る場
合があります。

（LH）

（RH）

②センサー（白マーク）

③センサー（赤マーク）

注意
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（６）�ピラーガーニッシュコーナーピース

（LH）の②センサー（白マーク）貼り付

け位置を脱脂剤等で脱脂します。

（７）�左図を参照し、⑨M3ボルトおよび⑨

M3ナットをφ3.5mm加工穴に仮止めし 

ます。

（８）�φ9mm加工穴に②センサー（白マーク）

のハーネスを通します。

（９）�⑨両面テープの剥離紙を剥がし、②セ

ンサー（白マーク）を仮止めした⑨M3

ボルトにスライドして差し込み、⑲型紙

位置に合わせながら、ピラーガーニッ

シュコーナーピース（LH）に貼り付け 

ます。

（10）�⑨M3ナットでピラーガーニッシュコー

ナーピース（RH/LH）の②センサー（白

マーク）、③センサー（赤マーク）を本

締めして固定し、⑲型紙をはずし 

ます。

⑨M3ナット

⑲型紙

⑨M3ボルト

②センサー（白マーク）

②センサー（白マーク）

合わせ位置

②センサー（白マーク）

のハーネス

②センサー（白マーク）

1mm以下

⑨M3ナット

⑨M3ボルト

②センサー（白マーク）

ピラーガーニッシュ

コーナーピース（LH）

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）P16-1

・	⑨M3ボルトを仮止めしてから矢印のように
差し込み、ロアケースのホルダーにスライ
ドして固定します。

⑨M3ボルト

アッパーケース

ロアケース

 （矢印の方向に
　差し込み、ロア
　ケースに固定する）

注意

②センサー（白マーク）、
③センサー（赤マーク）のハーネス

⑨M3ナット

P16-2

・	②センサー（白マーク）、③センサー（赤
マーク）にガタツキなど無いよう、固定は
確実に行ってください。

注意
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（11）�左図寸法を参照し、⑪スポンジテープ

（B）貼り付け位置を脱脂剤等で脱脂

し、③センサー（赤マーク）のハーネス

に⑪スポンジテープ（B）（1枚）を貼り

付けます。

（12）�左図寸法を参照し、⑪スポンジテープ

（B）貼り付け位置を脱脂剤等で脱脂

し、②センサー（白マーク）のハーネス

に⑪スポンジテープ（B）（1枚）を貼り

付けます。

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（RH）

約260mm
⑪スポンジテープ（B）

③センサー（赤マーク）
のハーネス

P17-1

・	⑪スポンジテープ（B）（1枚）を貼り付ける
際は左図寸法とズレがないように作業を
行ってください。

注意

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（LH）

約260mm
⑪スポンジテープ（B）

②センサー（白マーク）
のハーネス

P17-2

・	⑪スポンジテープ（B）（1枚）を貼り付ける
際は左図寸法とズレがないように作業を
行ってください。

注意
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（13）�ピラーガーニッシュコーナーピース

（RH）裏側の③センサー（赤マーク）

のハーネスと⑨M3ボルト、M3ナット部の

突起部の干渉を避けるため、⑩ハーネ

スプロテクター（A）（1枚）の貼り付け

位置を脱脂剤等で脱脂し、ピラーガー

ニッシュコーナーピース（RH）に貼り付

けます。

（14）�ピラーガーニッシュコーナーピース

（RH）のコード穴から③センサー（赤

マーク）のハーネス150mm分を束ね、

⑩ハーネスプロテクター（A）（2枚）の

貼り付け位置を脱脂剤等で脱脂し、ピ

ラーガーニッシュコーナーピース（RH）

に貼り付けます。

（15）�③センサー（赤マーク）のハーネスを

インストルメントパネル内へ配線し 

ます。

（16）�ピラーガーニッシュコーナーピース

（RH）を復元します。

（17）�（13）～（15）と同要領で②センサー

（白マーク）のハーネスを配線します。

③センサー（赤マーク）
のハーネス

余長箇所

②センサー（白マーク）
のハーネス

余長箇所

UP
FR RH

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）

ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）裏面

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）裏面

⑩ハーネス
プロテクター（A）

⑨M3ボルト、M3ナット

⑩ハーネスプロテクター（A）

⑩ハーネスプロテクター（A）

余長線長
150mm

余長線長
150mm

UP FR
LH

⑩ハーネス
プロテクター（A）

⑨M3ボルト、M3ナット

コード穴

コード穴

ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）P18-1

・	ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）
を復元の際、③センサー（赤マーク）の
ハーネスがピラーガーニッシュコーナー
ピース（RH）およびダッシュボードに噛み
込まないように注意してください。

噛み込みのないように注意する

ピラーガーニッシュコーナーピース（RH）

印から引き込む

注意
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（18）�ピラーガーニッシュコーナーピース

（LH）の加工穴に①インジケーターの

ハーネスを通し、ピラーガーニッシュ

コーナーピース（LH）を復元します。

②センサー（白マーク）のハーネス

①インジケーター

①インジケーターのハーネス

ピラーガーニッシュ
コーナーピース（LH）

UP FR
LH

P19-1

・	ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）
を復元の際、②センサー（白マーク）の
ハーネスがピラーガーニッシュコーナー
ピース（LH）およびダッシュボードに噛み
込まないように注意してください。

噛み込みのないように注意する

ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）

印から引き込む

リブ

UP FR
LH

・	ピラーガーニッシュコーナーピース（LH）
を復元の際、①インジケーターのハーネ
スを加工穴に通すことを忘れずに作業して
ください。また、①インジケーターのハー
ネスがピラーガーニッシュコーナーピース
（LH）のリブと、車両部品に挟み込まれな
いように注意して復元してください。

①インジケーター

①インジケーターのハーネス

加工穴

UP FR
LH

注意
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センサーハーネスの仮配線

UP

LH

白色2P（白マーク）

②センサー（白マーク）のハーネス

③センサー（赤マーク）のハーネス

③センサー（赤マーク）②センサー（白マーク）

車両ハーネス
白色2P（赤マーク）

②センサー（白マーク）、③センサー（赤マーク）のハーネスをオーディオ開口部まで仮配線します。

リーンホースの
車両ハーネスに沿って配線する

P20-1
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ハ ー ネ ス の 仮 配 線

・	⑥ハーネスの仮配線はオーディオ開口部付近から④コントローラーに接続するための線長を残し、リーンホース沿いの
車両ハーネスとグローブボックスに繋がる車両ハーネス沿いに配線してください。

注意

リーンホースの
車両ハーネスに沿って配線する

リーンホースの
車両ハーネスに沿って配線する

⑥ハーネス
　（アースコード）

⑥ハーネス
　（アースコード）

UP

LH 電線（黄）

⑱サブハーネス
　電線（緑）

電線（青）、（緑）、（橙）

❸
❸

❷

❹

ジャンクション
ブロックの裏を通す

白色40P ⑥ハーネス

車両ハーネス

ホーン用 
黒色1P

❶
⑥ハーネス
　（電線（空）×4、（黒）、
　（赤）、（灰）、（桃））

オートエアコン車の場合

マニュアルエアコン車の場合

P21-1

❶

ホーン用 
黒色1P

白色40P

電線（黄）アースコード

アースコード、電線（黄）を折り返す

UP

LH

P21-2 ❷

ジャンクション
ブロックの裏を通す

⑥ハーネス
　（電線（空）×4、（黒）、
　（赤）、（灰）、（桃））

UP

LH

P21-3

オートエアコン車の場合
マニュアル

エアコン車の場合

車両
コネクター

車両コネクター

⑥ハーネス
　（アースコード）

⑥ハーネス
　（アースコード）

❸

UP

LH

UP
LH

P21-4

電線（青）、（緑）、（橙）

⑱サブハーネス
　電線（緑）

UP

LH

❹P21-5
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ハ ー ネ ス の 配 線

ジャンクションブロックの配線�  
（助手席側）

（１）�ジャンクションブロックの白色26Pコネク

ターを取り外します。

（２）�⑥ハーネスの電線（灰）を白色26Pコネ

クターの図の位置【電線（黒）】に⑮エ

レクトロタップ（赤）で接続します。

（３）�⑥ハーネスの電線（空）を白色26Pコネ

クターの図の位置【電線（空）】に⑮エ

レクトロタップ（赤）で接続します。

（４）�⑥ハーネスの電線（空）（2本）を白色

26Pコネクターの図の位置【電線（紫）、

（白）】に⑮エレクトロタップ（赤）で接

続します。

（５）�⑥ハーネスの電線（空）を白色26Pコネ

クターの図の位置【電線（若葉）】に⑮

エレクトロタップ（赤）で接続します。

（６）�白色26Pコネクターを復元します。

UP

LH
白色26P

車両ハーネス
（黒）

車両ハーネス
（空）

白色26P

白色26P

⑮エレクトロ
 タップ(赤)

用品ハーネス
（空）

用品ハーネス
（灰）

P視

白色26PP視

黒車両ハーネス

用品ハーネス 灰

空車両ハーネス

用品ハーネス 空

P22-1

・	エレクトロタップの接続作業は3ページを
ご参照ください。（以下同様）

・	⑥ハーネスの電線（空）は4本の内、任意
の1本を選んで接続してください。

白色26P

P視

⑮エレクトロタップ（赤）

白色26PP視

白色26P

車両ハーネス（紫）

車両ハーネス（白）

用品ハーネス
（空）

用品ハーネス（空）

白車両ハーネス

用品ハーネス 空

紫車両ハーネス

用品ハーネス 空

UP

LH

P22-2

・	⑥ハーネスの電線（空）は3本の内、任意
の2本を選んで接続してください。

白色26P

P視

⑮エレクトロ
　タップ（赤）

白色26PP視

電線（若葉）

白色26P

用品ハーネス
（空）

若葉車両ハーネス

用品ハーネス 空

UP

LH

P22-3
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ハ ー ネ ス の 配 線

ジャンクションブロックの配線�  
（助手席側）

（１）�⑥ハーネスの電線（桃）を白色36Pコネ

クターの図の位置【電線（黒）】に⑮エ

レクトロタップ（赤）で接続します。

（２）�白色36Pコネクターを復元します。

ジャンクションブロックの配線�  
（助手席側）

（１）�ジャンクションブロックの黒色16Pコネ 

クターを取り外します。

（２）�⑥ハーネスの電線（黒）を黒色16Pコネ

クターの図の位置【電線（白）】に⑯エ

レクトロタップ（桃）で接続します。

（３）�⑥ハーネスの電線（赤）を黒色16Pコネ

クターの図の位置【電線（緑）】に⑯エ

レクトロタップ（桃）で接続します。

（４）�黒色16Pコネクターを復元します。

P20-

P20-

3

UP

LH

白色36P

⑥ハーネス

車両ハーネス

車両部品と干渉するおそれがあるため、
⑥ハーネスの電線は車両ハーネスの下を通す

⑮エレクトロ
　タップ（赤）

白色36P

30mm

車両ハーネス
（黒）

黒車両ハーネス

用品ハーネス 桃

用品ハーネス
（桃）

白色36P
P視 P視

P23-1

・	左図吹き出しを参照し、車両コネクターと
の距離を確保し、⑮エレクトロタップ（赤）
を接続してください。

注意

黒色16PP視

黒色16P

P視

黒色16P

白車両ハーネス

用品ハーネス 黒

緑車両ハーネス

用品ハーネス 赤

車両ハーネス
（緑）用品ハーネス

（������������������������������黒）

⑯エレクトロ
　タップ（桃） 用品ハーネス

（赤）

車両ハーネス
（白）

UP

LH

P23-2
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ハ ー ネ ス の 配 線

ハザードスイッチの配線

（１）�⑥ハーネスの電線（黄）を灰色4Pコネ

クターの図の位置【電線（ベージュ）】

に⑮エレクトロタップ（赤）で接続し 

ます。

ホーン信号の配線

（１）�車両ハーネスの灰色18Pコネクターを取

り外します。

（２）�⑱サブハーネスの電線（緑）を灰色18P

コネクターの図の位置【電線（灰）】

に⑮エレクトロタップ（赤）で接続し 

ます。

（３）�灰色18Pコネクターを復元します。

⑮エレクトロ
　タップ（赤）

車両ハーネス
（ベージュ）

灰色4P
P視 灰色4P

P視

電線（黄）

車両ハーネスの
　灰色4Pコネクター 車両ハーネス

UP
FRLH

固定位置

用品ハーネス
（黄）

ベージュ車両ハーネス

用品ハーネス 黄

P24-1

灰色18PP視

P視

灰色18P ⑮エレクトロタップ（赤）

灰色18P

UP

LH

⑱サブハーネス
　電線（緑）

灰車両ハーネス

用品ハーネス 緑

車両ハーネス
（灰）

用品ハーネス
（緑）

P24-2
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ハ ー ネ ス の 配 線

右カウルサイド ワイヤtoワイヤの配
線（運転席側）

（１）�車両ハーネスの灰色12Pコネクターを取

り外します。

（２）�⑥ハーネスの電線（青）を灰色12Pコネ

クターの図の位置【電線（青）】に⑯エ

レクトロタップ（桃）で接続します。

（３）�⑥ハーネスの電線（緑）を灰色12Pコネ

クターの図の位置【電線（若葉）】に⑯

エレクトロタップ（桃）で接続します。

（４）�灰色12Pコネクターを復元します。

右カウルサイド ワイヤtoワイヤの配
線（運転席側）

（１）�車両ハーネスの白色26Pコネクターを取

り外します。

（２）�⑥ハーネスの電線（橙）を白色26Pコネ

クターの図の位置【電線（青）】に⑮エ

レクトロタップ（赤）で接続します。

（３）�白色26Pコネクターを復元します。

灰色12PP視

P

⑯エレクトロタップ（桃）

車両ハーネス
（青）

車両ハーネス
（若葉）

視

灰色12P

UP
FR RH

灰色12P

青車両ハーネス

用品ハーネス 青

若葉車両ハーネス

用品ハーネス 緑

用品ハーネス
（青）

用品ハーネス
（緑）

P25-1

・	アース端子に干渉防止の為、エレクトロ
タップの接続作業と⑥ハーネスの配線は
図の向きで作業を行ってください。

注意

白色26PP視

白色26P

P視

⑮エレクトロ
　タップ（赤）

白色26P

車両ハーネス
（青）

青車両ハーネス

用品ハーネス 橙

用品ハーネス
（橙） UP

FR RH

P25-2

・	アース端子に干渉防止の為、エレクトロ
タップの接続作業と⑥ハーネスの配線は
図の向きで作業を行ってください。

注意
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ハ ー ネ ス の 配 線

アースコード

（１）�⑥ハーネスの電線（黒）を白色8Pコネク

ターの図の位置【電線（白-黒）】に⑮

エレクトロタップ（赤）で接続します。

（１）�⑥ハーネスの電線（黒）を黒色40Pコ

ネクターの図の位置【電線（白-黒）】

に⑮エレクトロタップ（赤）で接続し 

ます。

■オートエアコン車の場合のみ

（２）�接続した⑮エレクトロタップ（赤）を覆

うように⑪スポンジテープ（C）を車両

ハーネスに貼り付けます。

⑮エレクトロ
　タップ（赤）

黒色40P

P視

黒色40P
コネクター

⑥ハーネス
　（アースコード）

オートエアコン車の場合

白色8P

白色8P

P視

P視

⑮エレクトロ
　タップ（赤）

白色8Pコネクター

⑥ハーネス
　（アースコード）

マニュアルエアコン車の場合

黒色40P
P視

白-黒車両ハーネス

用品ハーネス 黒

白-黒車両ハーネス

用品ハーネス 黒

車両ハーネス
（白-黒）

車両ハーネス
（白-黒）

用品ハーネス
（黒）

用品ハーネス
（黒）

UP

LH

UP
LH

P26-1

⑥ハーネス
　（アースコード）

車両ハーネス

オートエアコン車の場合のみ

⑪スポンジテープ（C）
UP

LH

P26-2
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ホ ー ン の 取 り 付 け

（１）�左図を参照し、⑤ホーンを⑦ボルト

（M8）、⑧ナット（M8）で車両ステーの

穴に固定します。

（２）�⑥ハーネスの黒色1Pコネクターを⑤

ホーンに接続します。

（３）�左図位置の車両ステーを脱脂剤等で

脱脂します。

（４）�左図を参照し、⑥ハーネスが車両ス

テーのエッジ部に干渉しないように⑩

ハーネスプロテクター（B）（1枚）を貼り

付けます。

UP

FR

FR

RH

FR

RH

⑤ホーン ⑤ホーン

リーンホース

車両ステー

⑤ホーン

リーンホース

車両ステー

矢視Ａ

矢視Ａ

⑦ボルト（M8）

黒色1Pコネクター

⑧ナット（M8）
⑥ハーネス

車両ステーに
対して斜め

車両ステーに
対して垂直

P27-1

・	左図を参照し、⑤ホーンをトルクレンチで
車両ステーに固定してください。�  
（締め付けトルク T：14.7～18.6N・m）

・	固定後、⑤ホーンが車両部品に干渉してい
ないことを確認してください。

注意

UP

FR

⑩ハーネス
プロテクター（B）

車両ステー

⑥ハーネスP27-2

・	エッジ部を覆うように裏面まで⑩ハーネ
スプロテクター（B）（1枚）を貼り付けてく
ださい。

注意
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コントローラーの取り付け及び接続

コントローラーの取り付け

（１）�左図を参照し、④コントローラーに⑥

ハーネスのコネクター40P及び①イン

ジケーターのコネクター4P及び②セン

サー（白マーク）のコネクター2P、③セ

ンサー（赤マーク）のコネクター2Pを接

続します。

（２）�左図を参照し、⑬クランプ（大）（2本）

を車両ハーネスに通します。

（３）�通した⑬クランプ（大）（2本）を④コン

トローラーに仮固定します。

（４）�仮固定した⑬クランプ（大）（2本）を締

めながら④コントローラーを車両ハー

ネスに固定します。

⑥ハーネスのコネクター

④コントローラー

①インジケーター
のコネクター

③センサー（赤マーク）
のコネクター

②センサー（白マーク）
のコネクター

2P

4P

40P
2P

赤印

P28-1

・	②センサー（白マーク）、③センサー（赤
マーク）のコネクターは間違えないように
接続してください。（マークの色参照）

・	③センサー（赤マーク）のコネクターは、
④コントローラーに刻印している赤印側
に接続してください。

・	各コネクターの接続はオーディオ開口部
より行ってください。

注意

車両ハーネス⑬クランプ（大）

車両ハーネスとリーンホースの間から
⑬クランプ（大）を通す

リーンホース

車両クランプ

UP

LH

FR

P28-2

車両ハーネス

④コントローラー

車両ハーネス

⑬クランプ（大）

リーンホース

⑬クランプ（大）を
締める際に用品ハーネス
が噛み込まないように
注意する

リーンホース ⑥ハーネス

UP

LH

車両コネクター

UP

LH

FR

④コントローラー

P28-3

・	接続した各ハーネスが⑬クランプ（大）に
噛み込まないように注意してください。

注意
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ハ ー ネ ス の 固 定

アースコードの固定

（１）�左図を参照し、⑥ハーネス（アースコー

ド）を車両ハーネスに沿って⑫クランプ

（小）（3本または4本）で固定します。

（２）�左図を参照し、⑥ハーネスを車両ハー

ネスに⑫クランプ（小）（2本）で固定し

ます。

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

オートエアコン車の場合

マニュアルエアコン車の場合

：車両ハーネス固定クリップ

⑥ハーネス
　（アースコード）

⑥ハーネス
　（アースコード）

⑫クランプ（小）

車両ハーネス

車両ハーネス

車両ハーネス

UP

LH

UP
LH

P29-1

車両ハーネス

リーンホース

⑥ハーネス

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

UP

LH

車両コネクター

④コントローラー
⑥ハーネス
　（アースコード）

P29-2
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車両中央部の固定

（１）�左図吹き出しを参照し、⑥ハーネスの

ホーン用ハーネスの余長分を束ね、①

インジケーターのハーネス、②センサー

（白マーク）のハーネス、⑥ハーネス

と共に車両ハーネスに⑫クランプ（小）

（2本）で固定します。

（２）�左図 を参照し、⑥ハーネスの

電線（黄）を車両ハーネスに⑫クランプ

（小）（3本）で固定します。

車両ハーネス

④コントローラー

LH

UP

UP
LH

⑥ハーネスのホーン用
ハーネスの余長処理

①インジケーターの
ハーネスおよび

②センサー（白マーク）
のハーネス

⑫クランプ（小）

⑤ホーン

⑥ハーネスの
ホーン用ハーネス

⑥ハーネス

⑥ハーネス

⑥ハーネス
　電線（黄）

矢視Ａ

矢視Ａ

③センサー（赤マーク）
のハーネス

車両ハーネスの4Pハザードコネクター

⑤ホーン黒色1Pコネクター

UP

LH

⑥ハーネスのホーン用
ハーネスが車両ステー
のエッジ部に干渉しない
ように固定する

⑫クランプ（小）

P30-1

・	⑥ハーネス、①インジケーターのハーネ
スおよび②センサー（白マーク）、③セン
サー（赤マーク）のハーネスは車両の板金
エッジ、樹脂バリ及び可動部に干渉しない
よう配線し、確実に固定してください。

注意

・	⑤ホーンに接続されている黒色1Pコネク
ターから出ている⑥ハーネスのホーン用
ハーネスがつっぱりのないように注意し、
車両ステーのエッジ部に干渉しないように
⑫クランプ（小）を固定してください。

注意
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助手席側の固定

（１）�左図を参照し、⑥ハーネスおよび①イ

ンジケーターのハーネス、②センサー

（白マーク）のハーネスを車両ハーネ

スに沿って配線し、⑫クランプ（小） 

（3本）で車両ハーネスに固定します。

（２）�左図を参照し、②センサー（白マーク）

のハーネスの余長分を束ね、車両ハー

ネスに⑫クランプ（小）（1本）で固定し

ます。

（３）�左図吹き出しを参照し、⑥ハーネスお

よび①インジケーターのハーネスを車

両ハーネスに沿って配線し、ジャンク

ションブロック裏側の車両ハーネスに

⑫クランプ（小）（2本）で固定します。

（４）�左図吹き出しを参照し、①インジケー

ターのハーネス及び⑥ハーネスの余長

分を束ね、車両ハーネスに⑫クランプ

（小）（1本）で固定します。

UP

LH

②センサー（白マーク）

①インジケーター

②センサー（白マーク）
のハーネス

⑥ハーネス

②センサー（白マーク）
のハーネスの余長処理

①インジケーター
のハーネス

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

P31-1

・	⑥ハーネス、ホーン用ハーネス、①イン
ジケーターのハーネスおよび②センサー
（白マーク）のハーネスは車両の板金エッ
ジ、樹脂バリ及び可動部に干渉しないよう
配線し、確実に固定してください。

・	⑫クランプ（小）固定時は、各ハーネスの
はみ出し、噛み込みがないように作業を
行ってください。

注意

ジャンクションブロックの
裏を通す

UP

LH

UP

LH

ヘッドランプレベリング
コンピュータ

①インジケーターのハーネス
及び⑥ハーネスの余長処理

①インジケーターのハーネス

⑥ハーネス

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

P31-2

・	ジャンクションブロック裏側に⑫クランプ
（小）を固定する際、ヘッドランプレベリン
グコンピュータに触れないように注意して
ください。

注意
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運転席側の固定

（１）�左図 を参照し、⑱サブハーネ

スの電線（緑）を車両ハーネスに⑫クラ

ンプ（小）（3本）で固定します。

（２）�左図を参照し、⑥ハーネスを車両ハー

ネスに⑫クランプ（小）（4本）で固定し

ます。

（３）�左図を参照し、③センサー（赤マーク）

のハーネス、⑥ハーネス、アースコード、

ハザード行き（電線（黄））の余長分を

束ね、車両ハーネスに⑫クランプ（小）

（4本）で固定します。

セキュリティラベルの貼り付け

（１）�⑰セキュリティラベル貼り付け位置を

脱脂剤等で脱脂し、リヤサイドガラス

（RH）に貼り付けます。

車両ハーネス

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

⑫クランプ（小）

ステアリングの
ハーネス沿い

⑥ハーネス

矢視Ａ

矢視Ａ

③センサー（赤マーク）
のハーネスの余長処理

③センサー（赤マーク）

UP

LH

UP

LH

⑱サブハーネス
　電線（緑）

⑫クランプ（小）

⑥ハーネス、アースコード、
ハザード行き（電線（黄））
の余長処理

P32-1

・	エアバッグ関連のハーネス（黄色コネク
ターに続くハーネス）には、絶対に固定し
ないでください。

注意

・	⑥ハーネス及び③センサー（赤マーク）の
ハーネスは車両の板金エッジ、樹脂バリ及
び可動部に干渉しないよう配線し、確実
に固定してください。

注意

⑰セキュリティラベル

リヤサイドガラス（RH）P32-2

・	貼り付け位置付近に車両ラベルが貼り付
けられている場合は、避けて貼り付けてく
ださい。

注意
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作 動 確 認

バッテリーのマイナス端子を接続し、下表の手順で作動確認を行ってください。異常があった場合は異

常時の点検箇所を点検し、接続先が間違っていない場合はハーネスの点検を行ってください。

ボンネットが閉まっている状態から開け、キーレスエントリーでロック
するとインジケーターが 点滅(早) をすること点滅(早)点滅(早)

1

2
 1 の後、ボンネットを閉めるとインジケーターは 点滅(早)から点灯 
に変化すること

点滅(早)から点灯点滅(早)から点灯

 5 ～ 7 の作動確認を運転席以外の各ドア（含むバックドア）
で行ない正常に作動すること

インジケーターが点灯から 点滅(遅) に変化後（ロックから約30秒後）に
A4サイズ程度の紙を超音波センサーに向かって振ると警報（オートアラー
ムのホーンが吹鳴し、車両ハザードランプが点滅）すること

点滅(遅)点滅(遅)

キーレスエントリーで10秒以内に4回連続でロックすると、インジケーター
が点灯から点滅(早)に変化すること
キーレスエントリーで10秒以内に4回連続でロックすると、インジケーター
が点灯から点滅(早)に変化すること

3

警報中にエンジンスイッチをONにする（キーフリーシステム付き車）、
または車両キーでエンジンスイッチをONの位置にする（キーフリーシステム
無し車）と警報が停止すること

4

5

6
インジケーターが 点滅(早)から点滅(遅) に変化後（ロックから約30秒後）
に車両キーを車両ドアのキー挿入口に挿してアンロックし運転席ドアを開け
ると約6秒後にオートアラームが警報すること

点滅(早)から点滅(遅)点滅(早)から点滅(遅)

警報中にキーレスエントリーでアンロックすると警報が停止すること7

8

バッテリーマイナス端子接続 エンジンスイッチOFF ボンネット閉全ドア閉
（半ドア警告灯が消灯）
運転席ドアガラス全開

作動確認前の準備

START

NO

YES
NO

、 P27-1P24-2P24-1 、 の確認

、 P25-1 P25-2P23-2P23-1 、 、

P26-1

、

P26-2、 P28-1、 の確認

YES
NO

YES

NO

YES

NO
の確認P25-1

の確認P23-1

YES
NO

、P25-2P22-1 の確認

の確認P23-2

YES

NO

YES
NO

YES

YES

NO

の確認P23-2

、 P22-3P22-2P22-1 、 の確認
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ハ ー ネ ス の 点 検

次の手順により、ハーネスの点検を行います。基準以外の場合は、接続先の確認及び接続状態の確認（エ

レクトロタップの接触不良など）をしてください。

復 元 作 業

「作動確認」完了後、取り外した車両部品を下記の点に注意し、元通りに取り付けてください。

バッテリー復元時の注意事項

・	バッテリー復元作業終了後、車両機能部品に初期化が必要な部品がありますので、作業終了後には必ず初期化作業を
行ってください。

最 終 確 認

1.ハーネス類の噛み込み及び、車両部品の取り付けミスがないかもう一度確認してください。

2.ドアロック・パワーウインド・ハザード等、電気系統に異常がないか確認してください。

白色40P

P視

白色40P
P視

120

40 21

・	端子かん合面からテスターを挿さないでください。

注意

端子番号 信号名 点検条件 基準

1 +B 常時 10～14V

12 HOOD エンジンフードを開ける アースと導通なし→あり

14 UNLOCK キーレスエントリーまたはリクエストスイッチでアンロックする

15 LOCK キーレスエントリーまたはリクエストスイッチでロックする

18 STATUS 車両キーを車両ドアのキー挿入口に挿してアンロック側に回す アースと導通なし→あり

27 HAZARD 車両ハザードスイッチをOFF→ONにする アースと導通なし→あり

32,33 IGN エンジンスイッチをOFF→ONにする 0V→10～14V

34 ドアスイッチ（DR） 運転席ドアを開ける アースと導通なし→あり

35 ドアスイッチ 運転席以外のドアを開ける※2 アースと導通なし→あり

36 ドアスイッチ 運転席以外のドアを開ける※2 アースと導通なし→あり

37 ドアスイッチ 運転席以外のドアを開ける※2 アースと導通なし→あり

38 ドアスイッチ 運転席以外のドアを開ける※2 アースと導通なし→あり

7,20,40 GND 常時 アースと導通あり

※1　一瞬のため、テスターによっては測れない場合があります

※2　端子番号35～38のドアスイッチには運転席以外のドアスイッチ信号のいずれかが接続されていますので、端子番号35～38の

すべてが基準であれば問題ありません

0V→10～14V→0V

（一瞬）※1

0V→10～14V→0V

（一瞬）※1

・	復元作業は、車両ハーネス及び用品ハーネスの噛み込みや、車両部品の損傷に充分注意してください。

注意
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44

43

42

41

5V

UART(Rx)

UART(Tx)

GND

24 HORN

HAZARD27

IGN33

ACC32

BAT
青

緑

34

8723 2 109

白

青

緑

茶

灰

空

空

空

空

桃

橙

赤

4

黒

黒

黄

1

STATUS(UNLOCK)18

45 USS(Rx,GND)

46 USS(Rx)

47 USS(Tx,GND)

48 USS(Tx)

LOCK15

DOOR SW 1 (DR)34
DOOR SW 235
DOOR SW 336
DOOR SW 437
DOOR SW 538
HOOD SW12

UNLOCK14

コントローラー

GND

GND

GND

40

ホーン

パワーウインドウスイッチ
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W
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O
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W
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L
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R
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L
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R

インジケーター

センサー（白マーク）

センサー（赤マーク）

J/B

ボデーECU

8

ホーンスイッチ

M

H
A

Z
 S

W HORN6

7

車両ハーネス

用品ハーネス

エレクトロタップによる接続

4

14             

オートエアコンスイッチ

31

1

2140

20
48 4746 4542 4144 43

20

④黒16Pメス ⑥黒40Pメス ⑦白36Pメス

③白26Pメス

⑤白26Pメス

②灰12Pメス

4

①灰4Pメス

7810 29

4

3 2

31

①

③

⑦ ④ ⑤

②

⑥

⑧

A
B C D

A

B

C

D

14

4 3

⑧灰18Pメス

8

配線図（オートエアコン車の場合）
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44

43

42

41

5V

UART(Rx)

UART(Tx)

GND

24 HORN
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黄

1

STATUS(UNLOCK)18

45 USS(Rx,GND)

46 USS(Rx)

47 USS(Tx,GND)

48 USS(Tx)

LOCK15

DOOR SW 1 (DR)34
DOOR SW 235
DOOR SW 336
DOOR SW 437
DOOR SW 538
HOOD SW12

UNLOCK14

コントローラー

GND40

ホーン
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インジケーター

センサー（白マーク）

センサー（赤マーク）

J/B

ボデーECU

M

H
A

Z
 S

W

車両ハーネス

用品ハーネス

エレクトロタップによる接続

4

14             

マニュアルエアコンスイッチ

1

1

2140

20
48 4746 4542 4144 43

GND

GND

8

ホーンスイッチ

HORN6

7

20

④黒16Pメス ⑥白8Pメス ⑦白36Pメス⑤白26Pメス

7810 293 2

①

③

⑦ ④ ⑤

②

⑥

A
B C D

A

B

C

D

14

1

③白26Pメス②灰12Pメス

4

①灰4Pメス

4
4 3

⑧

⑧灰18Pメス

8

配線図（マニュアルエアコン車の場合）


